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■
議
員
辞
職
の
お
知
ら
せ

　
髙
瀬
政
信
議
員
か
ら
、
平

成
28
年
６
月
30
日
付
け
で
議

員
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
、
同

日
付
で
議
長
が
辞
職
を
許
可

し
た
。

第
２
回

定
例
会
の
概
要

▼
開
会
日
・
一
般
質
問

　（
６
月
６
日
）

　

会
期
を
15
日
ま
で
と
す
る

決
定
を
行
い
、
４
名
の
議
員

が
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の
対
応
や

考
え
を
問
い
た
だ
し
た
。

▼
議
案
の
上
程
（
７
日
）

　

報
告
３
件
、
教
育
委
員
会

教
育
長
の
人
事
案
件
、
専
決

処
分
の
承
認
な
ど
議
案
11
件

を
上
程
し
原
案
通
り
同
意
・

承
認
・
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
補
正

予
算
を
予
算
決
算
特
別
委
員

会
に
、
陳
情
１
件
を
総
務
常

任
委
員
会
に
付
託
し
た
。

　

さ
ら
に
、
議
員
提
案
で
髙

瀬
政
信
議
員
に
対
す
る
辞
職

勧
告
決
議
を
全
会
一
致
で
可

決
し
た
。

▼
総
務
常
任
委
員
会
・
予
算

決
算
特
別
委
員
会
（
８
日
）

　

付
託
さ
れ
た
案
件
の
審
査

を
行
っ
た
。

▼
閉
会
日
・
採
決
（
15
日
）

　

総
務
常
任
委
員
長
及
び
予

算
決
算
特
別
委
員
長
が
付
託

さ
れ
た
陳
情
、
議
案
の
審
査

結
果
報
告
を
行
い
、
採
決
の

結
果
、
陳
情
は
採
択
、
議
案

は
可
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
で
意
見

書
を
可
決
し
閉
会
し
た
。

表
紙
の
説
明

　

７
月
の
参
院
選
か
ら
選
挙

権
年
齢
が
、
18
歳
以
上
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
の
を
前
に
、

県
立
下
仁
田
高
校
の
３
年
生

45
人
が
、
定
例
会
初
日(

６

日)

に
議
会
一
般
質
問
を
傍

聴
し
た
。

　

傍
聴
席
の
都
合
で
、
２
班

に
分
か
れ
て
の
傍
聴
だ
っ
た

が
、
じ
っ
く
り
と
聞
き
入
っ

て
い
た
。

　

終
了
後
に
は
、
「
難
し
い

内
容
も
あ
っ
た
が
、
理
解
で

き
る
も
の
も
あ
っ
た
」
「
傍

聴
し
て
い
る
人
が
し
ゃ
べ
っ

て
い
た
の
が
気
に
な
っ
た
」

「
下
仁
田
町
を
ど
う
に
か
し

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
た
」
と
い
っ
た
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

傍
聴
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

歳入歳出それぞれ 2,952 万円を増額

平成 28 年度一般会計補正予算

( 万円）

事　業　名 主な内容 補正額

歳
入

一般寄付金 県町村会から少子化対策への目的寄付 2,000

財政調整基金繰入金 ６月補正後残高　（約 10 億 8,300 万円） 546

魅力あるコミュニティ助成事業助成金 下町へ ( 公益財団法人　群馬県市町村振興協会 ) 158

一般コミュニティ助成事業助成金 仲町区へ（財団法人　自治総合センター） 240

緊急空き家対策費所有者負担金 緊急空き家対策で実施した場合の所有者負担金 7

事　業　名 主な内容 補正額

歳
出

まちづくり推進費
魅力あるコミュニティ事業　158 万円（発電機、太鼓、桶型提灯等）
一般コミュニティ事業　240万円（太鼓、山車修繕、半纏、紅白幕等）

398

調査及び賦課徴収
家屋図作成業務委託料　△ 294 万円
評価替えに係る鑑定委託料　524 万円

229

共通事務費 子育て支援基金積立金　2,000 万円 2,000

生活環境保全（新規）
空家対策協議会委員報酬　9 万円
緊急空家対策 ( 安全措置 )15 万円
老朽空家除却費補助金　＠ 20 万円× 15 件

324

　( 万円未満切り捨て )
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一般質問 

■質問事項一覧 〉〉〉

◆岩崎　正春　議員　45 分・・・４ページ

　博物館構想のその後
　　①博物館構想は、どの程度検討しているのか
　　②博物館の必要性と条件
　中学生の海外派遣について
　　①中学生の海外派遣や英語教育の必要性は
　　② 海外派遣先の選定について
　　③参加負担金の在り方について
　まち、ひと、しごと地方創生における地域力向上について
　　①地域力向上にはどの様な施策か
　　②住環境、職場、子育ての充実の施策は

◆岡田　邦敏　議員　30 分・・・５ページ

　街灯の増設について
　　①町で管理している街灯は、どのくらい数があるのか
　　②４月末現在で、LED タイプに変更されている数は
　　③特に通学路として、利用されている町道については、防犯上増設を必要とする考えはないか

◆永井　正之　議員　30 分・・・６ページ

　捕獲鳥獣の利活用と終末処理について
　　①平成 27 年度の捕獲数（種別、期別）は、また、捕獲奨励金の総額はいくらか
　　②食肉加工、販売の構想はあるか、また食肉にされる割合は
　　③現在の終末処理 ( 販売、焼却、埋設等 ) は、どのようになっているか

◆佐藤　　博　議員　60 分・・・７ページ

 企業誘致について
　　①計画及び誘致活動状況について
　　②学校跡地の活用は
　　③奨励制度等について
 自治体スマホ連絡協議会について
　　①協議会の規約運営について
　　②運営費について
 小中学校における、いじめ、不登校について
　　①現状について
　　②対応と対策について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（傍聴者 56 人）

※次ページからの各議員の質問と答弁は、紙面の都合上、内容を要約して掲載しています。会議録の詳細は、
下仁田町議会のホームページでご覧になれます。

一般質問とは

　一般質問とは、議員が町の行財政全般（公共事務、団体委任事務、行政事務の一切を含む）にわたって、
事務の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を執行者に求め、町が町民のための適切な町政運営
を進めているかチェックするものです。

町政を問う
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議
員　

博
物
館
法
で
い
う
、

登
録
博
物
館
と
そ
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

教
育
課
長　

登
録
博
物
館
に

な
る
こ
と
に
よ
り
資
料
収

集
に
有
利
で
あ
る
こ
と
、

特
に
自
然
史
館
の
場
合
、

専
門
職
員
が
い
な
い
と
、

ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
も
館

の
運
営
に
も
支
障
が
生
じ

る
。
専
門
職
員
の
育
成
と

い
う
こ
と
も
考
え
合
わ
せ

る
と
、
博
物
館
登
録
が
一

つ
の
方
策
と
考
え
て
い

る
。
あ
わ
せ
て
、
群
馬
県

博
物
館
連
絡
協
議
会
に
加

盟
し
、
県
文
化
振
興
課
や

協
議
会
が
出
す
リ
ス
ト
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
歴
史

館
、
自
然
史
館
の
施
設
が

記
載
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
つ
く
ら
れ
る
マ
ス
コ

ミ
の
資
料
と
か
、
宣
伝
に

も
な
る
こ
と
か
ら
、
町
の

取
り
組
み
、
姿
勢
が
信
頼

を
得
る
方
策
と
考
え
て
い

る
。
自
然
学
校
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
登
録
博
物
館

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

新
た
な
施
設
で
は
な

く
、
既
存
の
施
設
で
可
能

で
は
な
い
か
。

教
育
課
長　

 

博
物
館
と
い

う
も
の
は
、
立
派
な
建
物

や
施
設
が
あ
れ
ば
い
い
と

い
う
も
の
で
は
な
い
。
一

番
大
事
な
の
は
、
そ
の
施

設
の
職
員
、
そ
の
活
動
の

仕
方
に
あ
る
。
博
物
館
に

必
要
な
の
は
、
博
物
館
法

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
資
料

の
収
集
、
保
管
、
展
示
、

教
育
普
及
、
調
査
研
究
の

機
能
を
果
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
と
い
う
点
に
あ

る
。

●
中
学
生
海
外

　
派
遣
は

生
徒
全
員
参
加
で

き
る
よ
う
な
負
担

金
に
す
べ
き
だ

今
後
の
課
題
で
検

討
す
る　

議
員　

参
加
費
の
負
担
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
検
討
を
し
て
い
る

か
。

教
育
課
長　

海
外
派
遣
の
目

的
は
、
英
語
教
育
だ
け
で

な
い
の
で
、 

今
後
全
員
が

行
け
る
よ
う
な
方
策
を
考

え
て
い
く
中
で
、
負
担
金

の
ほ
う
も
負
担
額
を
減
額

す
る
な
り
、
減
ら
し
て
い

く
よ
う
な
方
策
を
考
え
て

い
き
た
い
。

●
地
方
創
生
に
　

　
つ
い
て

地
方
交
付
金
の
状

況
と
今
後
は

こ
れ
か
ら
は
総
合

戦
略
計
画
が
必
要

議
員　

具
体
的
な
予
算
額

は
。

地
方
創
生
課
長　

平
成
27

年
度
の
地
方
創
生
関
連

の

国

か

ら

の

交

付

金

は
、
26
年
度
補
正
分
、
９

月
補
正
分
、
12
月
補
正

分
、
３
月
補
正
分
総
額
で

１
億
３
０
０
０
万
円
余
り

が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

本
年
度
か
ら
の
計
画

　

は
。

地
方
創
生
課
長　

内
容
的
に

は
、
官
民
協
働
で
あ
っ
た

り
、
地
域
間
の
連
携
、
そ

れ
か
ら
政
策
関
連
系
が
求

め
ら
れ
た
り
、
一
番
大
き

な
特
徴
は
、
こ
れ
ま
で
の

総
合
戦
略
に
盛
り
込
ま
れ

た
と
い
う
の
が
前
提
で
、

さ
ら
に
地
域
再
生
計
画
と

い
う
新
た
な
計
画
を
つ
く

り
、
こ
の
計
画
を
内
閣
総

理
大
臣
の
認
定
を
受
け
る

も
の
。
こ
の
認
定
を
受
け

な
い
と
、
交
付
金
の
対
象

に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
新

型
交
付
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
交
付
率
は
50
％
で

す
。
た
だ
し
、
単
年
度
で

は
な
く
て
、
最
長
で
５
年

間
の
継
続
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。

副
町
長　

こ
の
町
の
こ
と
を

一
番
近
く
で
、
そ
し
て

将
来
的
に
考
え
て
い
く

の
は
、
や
は
り
若
い
世

代
、
私
た
ち
の
世
代
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
点

は
し
っ
か
り
と
一
点
置
き

ま
し
て
、
進
め
て
い
く
と

い
う
ス
タ
ン
ス
で
進
め
た

い
。

ど
の
程
度
検
討
し
て
い
る
の
か

博
物
館
登
録
を
目
指
し
た
い

問答 ●
博
物
館
登
録
に
つ
い
て

問答

問答

岩崎　正春　議員

地方創生の先行型交付金で作成
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議
員　

町
で
管
理
し
て
い
る

街
灯
は
、
何
基
ぐ
ら
い
あ

り
ま
す
か
。

建
設
ガ
ス
水
道
課
長　

現
在

町
に
は
、
１
０
５
９
基
の

街
灯
が
設
置
さ
れ
て
い

る
。

議
員　

そ
の
中
で
、
不
要
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
す
か
。

建
設
ガ
ス
水
道
課
長　

毎

年
、
区
長
会
で
確
認
し
て

い
る
が
、
移
設
の
希
望
は

あ
る
が
撤
去
の
連
絡
は
な

い
。

議
員　

区
長
か
ら
地
区
住
民

に
伝
わ
っ
て
な
い
場
合
も

あ
る
の
で
は
。

建
設
ガ
ス
水
道
課
長　

必
要

で
あ
れ
ば
、
広
報
で
知
ら

せ
た
い
。

議
員　
　

街
灯
の
年
間
維
持

費
は
ど
の
く
ら
い
掛
か
る

の
か
。

建
設
ガ
ス
水
道
課
長　

27
年

度
は
、
合
計
５
１
７
万

円
で
、
１
基
あ
た
り
約

５
０
０
０
円
。

議
員　

４
月
末
現
在
で
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
タ
イ
プ
に
何
％
ぐ
ら

い
変
更
し
て
い
る
か
。

建
設
ガ
ス
水
道
課
長　

全
体

で
は
、
73
基
で
６
・
９
％
。

議
員　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
比
率
が

低
い
よ
う
だ
が
、
今
後
の

思
案
も
含
め
検
討
し
て
ほ

し
い
。

建
設
ガ
ス
水
道
課
長　

Ｌ
Ｅ

Ｄ
器
具
は
、
１
基
あ
た
り

約
１
万
６
０
０
０
円
掛
か

る
の
で
検
討
を
し
て
い

る
。

議
員　

町
は
財
政
難
だ
か

ら
、
た
だ
お
金
が
な
い
と

言
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な

く
、
必
要
な
も
の
は
今
後

も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　

隣
接
の
市
や
町
で
は
、

ソ
ー
ラ
ー
で
発
電
・
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
と
い
う
タ
イ
プ
の

街
灯
が
既
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
当
町
で
も
設
置
時

は
費
用
が
掛
か
る
と
思
う

が
長
い
年
月
使
用
す
る
も

の
だ
か
ら
、
省
エ
ネ
に
も

な
り
維
持
費
が
大
幅
に
削

減
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。

建
設
ガ
ス
水
道
課
長　

検
討

し
た
い
。

議
員　

今
ま
で
当
町
で
は
大

き
な
犯
罪
が
発
生
し
て
い

な
い
が
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
は
痛
ま
し
い
事
件
、
事

故
が
毎
日
報
道
さ
れ
て
い

る
の
が
現
実
。
田
舎
だ
か

ら
と
言
っ
て
安
心
で
き
る

世
の
中
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
　

暗
い
道
が
ま
だ
ま
だ
多

い
。
犯
罪
や
事
故
が
起
き

て
か
ら
で
は
遅
い
。
ど
う

考
え
る
か
。

副
町
長　

通
学
路
と
か
、
子

育
て
環
境
だ
け
を
考
え
れ

ば
、
国
や
県
に
頼
ら
ず
と

も
町
単
独
で
も
や
る
べ
き

と
こ
ろ
は
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

　
　

国
や
県
で
知
ら
べ
る
と

環
境
省
の
事
業
の
方
で
、

地
域
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
導
入
促
進
事
業
、
地
域

経
済
と
連
携
し
た
省
エ
ネ

化
の
促
進
モ
デ
ル
事
業

等
、
今
年
度
か
ら
出
て
来

た
も
の
も
た
く
さ
ん
あ

る
。

　
　

こ
れ
は
民
間
の
団
体
の

皆
様
、
地
域
住
民
の
方
と

一
緒
に
な
っ
て
、
こ
の
活

用
を
し
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め

た
り
、
暗
い
道
路
を
な
く

し
て
い
く
と
い
っ
た
取
り

組
み
が
３
カ
年
計
画
で
取

り
入
れ
ら
れ
る
。
そ
れ
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査
が

必
要
と
な
る
が
、
前
向
き

に
検
討
す
る
時
期
と
考
え

て
い
る
。

町
長　

以
前
は
、
東
電
か
ら

街
路
灯
の
寄
付
が
あ
っ

た
。
そ
う
言
っ
た
と
き
に

は
そ
れ
な
り
の
考
え
方

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

検
証
し
て
設
置
し
て
き

た
。
通
学
路
あ
る
い
は
地

域
住
民
の
活
動
の
場
と
し

て
も
、
明
か
り
の
必
要
性

は
感
じ
て
い
る
。

　
　

副
町
長
の
言
っ
た
、
国

の
制
度
に
従
っ
て
と
ら
え

て
研
究
し
て
い
く
、
ま
た

よ
り
よ
い
事
業
化
に
向
け

た
対
策
を
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の

課
題
だ
が
、
こ
こ
で
敢
え

て
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

す
る
趣
旨
を
伝
え
た
い
。

財
政
難
で
も
必
要
な
も
の
は
検

討
し
て
ほ
し
い

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

問答 ●
街
灯
の
増
設
に
つ
い
て

他町村で設置されているソーラー発電・LFD照明

岡田　邦敏　議員
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議
員　

平
成
27
年
度
に
捕
獲

報
償
金
が
値
上
げ
に
な
っ

た
。
種
別
、
期
別
の
頭
数

は
。

農
林
商
工
課
長　

表
記
の
通

り
で
す
。
※
表
①

議
員　

こ
れ
だ
け
多
く
捕
獲

し
て
も
、
こ
の
春
の
現
状

を
見
る
と
減
っ
た
様
子
は

見
ら
れ
な
い
が
。

農
林
商
工
課
長　

要
請
が
あ

れ
ば
、
猟
友
会
の
方
に
依

頼
し
、
捕
獲
を
し
て
い
き

た
い
。

●
食
肉
加
工
、販
売
は

食
肉
加
工
、
販
売

の
構
想
は
あ
る
か

出
荷
制
限
が
あ
り

流
通
し
て
い
な
い

議
員　

国
は
、
10
年
後
ま
で

に
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
を

半
減
さ
せ
、
食
肉
の
利
活

用
を
推
進
し
て
い
る
。
町

で
は
、
食
肉
加
工
、
販
売

の
構
想
は
あ
る
か
。（
多

野
・
甘
楽
郡
を
含
め
て
も

良
い
）

農
林
商
工
課
長　

平
成
23
年

の
原
発
事
故
に
よ
り
、
今

で
も
県
内
で
、
部
分
的
に

放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ

て
い
る
。
特
別
措
置
法
に

よ
り
、
県
内
全
域
に
出
荷

制
限
が
出
さ
れ
て
い
る
た

め
、
一
般
に
は
流
通
し
て

い
な
い
。
も
し
、
解
除
に

な
れ
ば
、
検
討
し
て
み
る

必
要
性
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

参
考
に
、
町
で
の
放

射
性
物
質
検
査
数
は
。

保
健
環
境
課
長　

表
記
の
通

り
で
す
。
※
表
②

●
大
動
物
、
小
動
物
、　

　
８
６
４
頭

終
末
処
理
の
良
い

方
法
は

検
討
し
た
い

議
員　

こ
れ
ら
の
終
末
処
理

は
。

農
林
商
工
課
長　

放
射
能
の

関
係
で
、
一
般
に
流
通
は

し
て
い
な
い
。
一
部
焼
却

だ
が
、
ほ
と
ん
ど
は
埋
設

処
理
に
な
る
。

議
員　

埋
設
に
は
、
大
変
な

労
力
が
か
か
る
た
め
「
大

変
だ
か
ら
捕
ら
な
い
」
と

い
う
話
も
聞
く
。
ま
た
、

少
々
雑
に
な
っ
て
浅
く
埋

め
る
こ
と
も
あ
る
。
何
か

良
い
方
法
は
な
い
か
。

農
林
商
工
課
長　

検
討
し
た

い
。

議
員　

近
い
将
来
、
出
荷
制

限
が
解
除
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
国
が
推
進
し
て
い

る
有
害
鳥
獣
の
減
少
と
、

食
肉
加
工
、
販
売
に
関
し

て
の
情
報
収
集
と
調
査
研

究
の
継
続
を
お
願
い
し
た

い
。

捕
獲
し
て
も
減
っ
た
様
子
が
な
い
が

要
請
が
あ
れ
ば
捕
獲
し
た
い

問答 ●
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
７
０
０
頭
捕
獲

問答

問答

①平成27年度有害鳥獣捕獲頭数状況

シカ イノシシ ハクビ
シン サル カラス 捕獲団体

猟期 174 27 0 0 0 下仁田
猟友会

猟期
以外

有害
捕獲 348 78 91 12 55 下仁田

猟友会

有害
捕獲 69 6 0 0  4 他、団体

小　計 417 84 91 12 59

合計 591 111 91 12 59

※報償金　平成26年240万　平成27年466万

②食品などの放射性物質検査数
平成24年
8月～

平成
25年

平成
26年

平成
27年

平成28年
5月～

件数 180 82 47 14 0
（保健環境課資料）

永井　正之　議員

保健センターにあるＡＴＯＭＴＥＸ社製食品測定器
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議
員　

企
業
誘
致
の
計
画
が

あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

農
林
商
工
課
長　

工
業
団
地

等
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
計
画
的
な
企
業
誘

致
に
取
り
組
め
て
い
な
い

の
が
実
情
。

議
員　

工
場
団
地
等
の
計
画

は
。

農
林
商
工
課
長　

今
現
在
は

あ
り
ま
せ
ん
。

議
員　

就
任
以
来
の
活
動
状

況
等
が
あ
れ
ば
伺
い
た

い
。

町
長　

問
い
合
わ
せ
を
受
け

た
が
進
ま
な
か
っ
た
背
景

は
、
社
会
情
勢
や
地
理
的

な
問
題
、
工
業
用
の
水
問

題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

受
身
的
な
態
勢
の
誘
致
活

動
状
況
が
続
い
て
お
り
、

積
極
的
な
企
業
誘
致
に
取

り
組
め
て
い
な
い
の
が
実

情
で
あ
る
。

議
員　

学
校
の
跡
地
を
活
用

し
て
の
企
業
誘
致
は
考
え

に
あ
る
か
。

町
長　

馬
山
小
学
校
跡
地

は
、
地
元
の
協
議
会
の
意

見
と
し
て
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
、
災

害
避
難
場
所
と
し
て
欲
し

い
と
い
う
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。西
牧
小
学
校
、

西
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
活
用
計
画
は
い

ま
だ
未
策
定
で
あ
る
。

議
員　

学
校
跡
地
は
、
地
域

の
中
心
的
な
一
番
い
い
場

所
に
あ
る
。
統
合
を
決
め

て
10
年
、
跡
地
の
活
用
協

議
を
し
て
も
い
い
は
ず
、

非
常
に
残
念
に
思
っ
て
い

る
。
学
校
跡
地
の
活
用
を

論
議
し
て
ほ
し
い
。

設
立
総
会
の
会
場

費
は

ふ
る
さ
と
ス
マ
ホ

㈱
で
す

議
員　

自
治
体
ス
マ
ホ
連
絡

協
議
会
の
発
起
人
、
設
立

総
会
で
は
幹
事
に
就
任
さ

れ
た
。
予
算
書
が
あ
れ
ば

い
た
だ
き
た
い
。

健
康
課
長　

自
治
体
ス
マ
ホ

連
絡
協
議
会
の
規
約
に
は
、

会
費
に
関
す
る
定
め
が
あ

り
ま
せ
ん
。
設
立
総
会
で
、

当
面
の
間
、
年
会
費
や
負

担
金
を
徴
収
す
る
予
定
が

な
い
た
め
、
議
案
書
の
中

に
会
費
や
予
算
の
記
載
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
承
認

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

議
員　

設
立
総
会
の
経
費
負

担
は
ど
こ
が
さ
れ
た
の

か
。

健
康
課
長　

事
務
経
費
に
つ

い
て
は
、
南
砺
市
の
事
務

局
で
対
応
し
て
い
る
と
い

う
回
答
で
し
た
。

議
員　

総
会
の
会
場
、
砂
防

会
館
の
会
場
費
は
誰
が

払
っ
た
か
。

健
康
課
長　

総
会
の
会
場
使

用
料
は
、
連
絡
協
議
会
の

顧
問
と
し
て
加
入
を
し
て

い
る
。
ふ
る
さ
と
ス
マ
ホ

(

株)

で
支
払
い
を
さ
れ

た
と
い
う
回
答
で
し
た
。

議
員　

ふ
る
さ
と
ス
マ
ホ
の

設
立
は
昨
年
の
７
月
28

日
、
年
内
に
自
治
体
ス
マ

ホ
連
絡
協
議
会
を
発
足
さ

せ
る
と
ネ
ッ
ト
で
公
開
し

て
い
た
。

　
　

自
治
体
ス
マ
ホ
連
絡
協

議
会
の
顧
問
は
、
ふ
る
さ

と
ス
マ
ホ(

株)

で
、
ス

マ
ホ
を
運
営
す
る
業
者
と

自
治
体
ス
マ
ホ
の
一
体
感

を
感
じ
る
。
業
者
主
導
の

協
議
会
、
業
者
が
ス
ポ
ン

サ
ー
、
協
議
会
と
業
者
が

一
体
で
あ
る
。

▼
主
な
質
疑

◆
平
成
28
年
度
下
仁
田

町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

【
歳
入
】

問　

一
般
寄
付
金
の
内
容

は
。　

答　

群
馬
県
町
村
会
か
ら
少

子
化
対
策
目
的
の
寄
付
金

２
０
０
０
万
円
で
す
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成

事
業
は
、
ど
の
よ
う
な
事

業
が
対
象
と
な
る
の
か
。

答　

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
助
成
事
業
は
、
自

治
会
、
町
内
会
が
施
設
の

設
備
、
施
設
整
備
に
助
成

を
す
る
も
の
で
、
最
近

は
、
催
事
、
伝
統
芸
能
の

備
品
に
対
し
て
使
わ
れ
て

い
る
。
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
内
容
も
ほ
ぼ
同

じ
だ
が
、
少
し
大
き
め
の

対
象
と
な
っ
て
い
て
、
集

会
施
設
の
整
備
に
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
い

ず
れ
も
宝
く
じ
助
成
事
業

で
あ
る
。

問　

町
の
文
化
財
に
認
定
さ

れ
て
い
な
く
て
も
利
用
で

き
る
か
。

答　

利
用
で
き
る
が
、
申
請

後
に
県
の
審
査
を
受
け
て

い
た
だ
き
、
そ
こ
で
、
少

額
で
あ
っ
た
り
、
内
容
が

合
致
し
な
い
場
合
に
は
受

付
段
階
で
排
除
さ
れ
る
。

問　

具
体
的
な
こ
と
だ
が
、

集
落
の
神
社
で
お
祭
り
を

や
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

太
鼓
の
修
繕
に
は
大
金
が

か
か
る
の
で
地
区
で
負
担

し
き
れ
な
い
状
況
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

対
象
に
な
る
の
か
。

答　

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
助
成
事
業
は
、
上

限
２
０
０
万
円
ま
で
、
一

般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成

事
業
は
、
１
０
０
万
円

か
ら
２
５
０
万
円
ま
で

１
０
万
円
単
位
で
助
成
が

受
け
ら
れ
る
。

　

両
助
成
事
業
と
も
に
助
成

金
が
町
を
経
由
し
て
地
区

に
支
払
わ
れ
る
。
区
長
会

と
広
報
で
お
知
ら
せ
を
し

て
い
る
。
受
付
窓
口
は
地

域
創
生
課
。

企
業
誘
致
計
画
は

計
画
的
に
は
取
り
組
め
て
な
い

問答 ●
学
校
跡
地
の
活
用
は

問答

佐藤　博　議員

予
算
決
算
特
別
委
員
会
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問　

衛

生

費

関

係

収

入

７
万
５
０
０
０
円
の
内
容

は
。

答　

「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
条
例
」
第
７
条

に
基
づ
き
、
緊
急
安
全
措

置
を
実
施
し
た
場
合
、
所

有
者
が
判
明
す
る
場
合
に

徴
収
す
る
金
額
。
歳
出
予

算
額
15
万
円
の
半
分
程
度

は
所
有
者
が
判
明
し
徴
収

で
き
る
と
見
込
ん
で
い

る
。

【
歳
出
】

問　

環
境
衛
生
費
、
報
酬

９
万
６
０
０
０
円
の
内
容

は
。

答　

報
酬
を
支
払
う
委
員
８

人
に
、
３
０
０
０
円
を
支

払
う
協
議
会
を
年
４
回
開

催
す
る
積
算
と
な
っ
て
い

る
。

問　

当
初
は
８
人
の
委
員
で

ス
タ
ー
ト
す
る
の
か
。

答　

委
員
構
成
は
、
町
長
、

区
長
会
、
議
会
議
員
、
民

生
委
員
、
商
工
会
、
警
察
、

消
防
、
建
築
業
組
合
等
か

ら
町
長
と
相
談
し
決
定
す

る
。

　

６
月
17
日
、
社
会
経
済
常

任
委
員
５
人
、
議
長
及
び
職

員
３
人
で
町
内
設
置
の
有
害

鳥
獣
「
檻お

り

、
罠わ

な

」
数
箇
所
及

び
荒
船
の
湯
空
調
設
備
を
視

察
し
た
。

　

今
回
の
視
察
は
、
有
害
鳥

獣
の
被
害
状
況
が
深
刻
化
す

る
中
、
中
小
坂
の
二
岩
地
区

に
て
、
サ
ル
の
囲
い
罠
に
よ

る
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る

の
を
受
け
て
、
他
の
箇
所
の

設
置
状
況
を
把
握
し
た
い
と

の
思
い
か
ら
実
施
す
る
こ
と

に
し
た
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
箱
罠
４
カ
所

及
び
囲
い
罠
１
カ
所
を
見
学

し
た
と
こ
ろ
、
誘
引
す
る
た

め
の
エ
サ
も
あ
り
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
た
が
、
中
に
は

エ
サ
が
腐
っ
て
い
て
、
仕
掛

け
が
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
な
い

箇
所
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
サ
ル
の
箱
罠
５
カ

所
及
び
囲
い
罠
１
カ
所
を
見

学
し
た
と
こ
ろ
、
囲
い
罠
の

大
き
さ
は
縦
７
・
２
ｍ
、
横

５
・
４
ｍ
あ
り
、
平
成
28
年

５
月
９
日
か
ら
実
証
実
験
が

開
始
さ
れ
、
５
月
23
日
に
は

定
点
カ
メ
ラ
で
、
サ
ル
が
屋

根
の
上
や
周
辺
に
出
没
し
て

い
た
。
屋
根
か
ら
地
面
ま
で

の
高
さ
は
２
・
７
ｍ
あ
る
た

め
、
エ
サ
台
を
高
く
す
る
改

善
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ

た
。
エ
サ
が
な
く
な
る
３
月

頃
が
最
も
罠
に
か
か
る
時
期

な
の
で
、
長
い
目
で
見
守
る

必
要
が
あ
る
。

　

猟
友
会
の
日
々
捕
獲
の
苦

労
は
理
解
し
て
い
る
。
視
察

し
た
結
果
、
イ
ノ
シ
シ
の
捕

獲
頭
数
は
、
く
く
り
罠
に
比

べ
箱
罠
は
や
や
低
く
、
サ
ル

は
、
箱
罠
に
入
る
時
期
等
に

よ
り
捕
獲
頭
数
が
左
右
さ
れ

る
た
め
仕
掛
け
が
未
実
施
の

箇
所
も
あ
っ
た
。
適
正
な
管

理
と
有
効
活
用
を
す
る
た
め

場
所
の
移
動
も
含
め
検
討
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
今
後
も
、
有
害
鳥
獣
の

捕
獲
を
高
め
る
た
め
、
行
政

と
猟
友
会
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
「
檻
、
罠
」
の
各

所
在
地
に
は
「
蛭ひ

る

」
の
多
い

の
に
は
驚
い
た
。
猟
友
会
の

方
々
や
、
近
隣
の
方
々
の
た

め
に
も
き
ち
ん
と
蛭
の
駆
除

対
策
が
必
要
だ
。

　

荒
船
の
湯
の
工
事
は
、
平

成
26
年
度
の
繰
越
事
業
で
実

施
さ
れ
、
空
調
設
備
交
換
工

事
４
５
３
万
６
０
０
０
円
で

株
式
会
社
ヤ
マ
ト
が
、
内
装

工
事
２
７
０
万
８
０
０
０
円

で
株
式
会
社
岩
井
工
建
に
よ

り
厨
房
と
大
広
間
の
カ
ウ
ン

タ
ー
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
ク
ロ

ス
の
張
替
え
等
の
改
修
工
事

が
施
工
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

　

荒
船
の
湯
は
、
改
修
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
大
広
間
は
明

る
く
な
り
、
来
場
者
を
も
て

な
す
準
備
が
さ
ら
に
整
っ
た

と
感
じ
た
。
一
層
、
売
上
げ

や
集
客
率
を
高
め
る
た
め
に

は
、
宴
会
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
。

（
委
員
長　

木
暮
弘
元
）

社
会
経
済
常
任
委
員
会

管
内
視
察
報
告

吉崎ほたる山公園東
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議
案
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　議　案　名

岡
田
邦
敏

永
井
正
之

木
暮
弘
元

原
　
秀
男

岩
崎
正
春

髙
瀬
政
信

佐
藤
　
博

千
野
榮
治

島
﨑
紘
一

堀
口
博
志

岡
田
武
二

審
議
結
果

議員派遣の件について（報告第１号）

平成２７年度下仁田町繰越明許費繰越計算書について（報告第２号）

甘楽郡土地開発公社経営状況の報告について（報告第３号）

41 専決処分の承認を求めることについて 
（下仁田町税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

42 専決処分の承認を求めることについて 
（下仁田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

43
専決処分の承認を求めることについて 

（下仁田町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を
改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

44 専決処分の承認を求めることについて 
（平成２７年度下仁田町一般会計補正予算（第７号）） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

45 専決処分の承認を求めることについて
（平成２７年度下仁田町介護保険特別会計補正予算（第４号）） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 承認

46 専決処分の承認を求めることについて 
（平成２７年度下仁田町浄化槽整備事業特別会計補正予算（第４号）） ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ 承認

47 下仁田町鳥獣被害対策実施隊員条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

48 下仁田町ガス供給条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

49 下仁田町子育て支援基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

50 下仁田町空家等対策の推進に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

51 土地の処分について ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

52 平成２８年度下仁田町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

53 下仁田町教育委員会教育長の任命について ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 同意

54 髙瀬政信議員に対する辞職勧告決議について ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

55 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の国負担割合を２分の１
に復元することを求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の国負担割合を２分の１
に復元することを求める意見書採択に関する陳情書（陳情第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

７月臨時会(７月２１日開催）

議
案
番
号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　議　案　名

岡
田
邦
敏

永
井
正
之

木
暮
弘
元

原
　
秀
男

岩
崎
正
春

欠
員
　

佐
藤
　
博

千
野
榮
治

島
﨑
紘
一

堀
口
博
志

岡
田
武
二

審
議
結
果

議員辞職許可について（報告）
甘楽西部環境衛生施設組合議会議員の補欠選挙について

（選挙第 2 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56 下仁田町学校給食共同調理場建設工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

57 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

58 訴訟の提起について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

審 議 結 果

６月定例会 ○は賛成、×は反対、欠は欠席を表しています

※佐藤勇二議長を除く 10 人で採決を行います。
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員
を
中
心
に
災
害
時
の
確
認

を
行
い
、
い
ざ
と
い
う
時
の

救
命
講
習
も
行
い
ま
し
た
。

地
域
住
民
の
皆
様
に
ご
協

力
、
ご
参
加
を
賜
り
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
新
入
団
員
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
是
非
消

防
団
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
若
者
に
消
防
団
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
予
防
、
消
防

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

下
仁
田
町
消
防
団
第
２
分

団
は
、
土
谷
沢
・
上
青
倉
地

区
の
第
１
部
、
下
青
倉
・
大

桑
原
・
風
口
・
宮
室
の
第
２

部
で
、
分
団
長
以
下
36
名
、

消
防
ポ
ン
プ
車
１
台
、
可
搬

ポ
ン
プ
車
３
台
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
は
、
火

災
発
生
時
は
も
ち
ろ
ん
の

事
、
自
然
災
害
発
生
時
や
行

方
不
明
者
の
捜
索
等
も
行
い

ま
す
。

　

ま
た
、
１
カ
月
に
１
度
、

両
部
で
火
防
を
行
い
、
担
当

地
区
を
巡
回
し
て
回
り
、
水

利
の
点
検
や
、
火
災
予
防
広

報
を
す
る
火
防
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
に
は
、
土
谷

沢
地
区
で
町
の
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
土
谷
沢
地

区
で
は
、
水
害
、
雪
害
等
が

多
い
た
め
、
区
長
、
防
災
委

議
会
だ
よ
り

二
〇
一
六
年
　
夏
号

（
第
　
74

　
号
）

群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
大
字
下
仁
田
六
八
二
番
地

発
行
／
下
仁
田
町
議
会
議
長　

佐
藤　

勇
二

編
集
／
広
報
発
行
特
別
委
員
会

☎
０
２
７
４-

64-

８
８
１
０　

印
刷
／
荒
瀬
印
刷
株
式
会
社

第
二
分
団
　
分
団
長
　
土
谷
　
友
司
さ
ん

土谷沢地区で行われた町の防災訓練の様子

第二分団に配備される小型消防車

編
集
室
か
ら

　

７
月
の
選
挙
か
ら
、
選

挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

国
で
は
、
政
治
や
選
挙

へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め

に
高
校
生
向
け
副
教
材
を

配
布
し
、
各
新
聞
社
で
も

特
集
記
事
を
組
む
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

町
議
会
で
も
、
６
月
定

例
会
で
地
元
の
高
校
生
に

議
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ

き
、
少
し
で
も
政
治
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会

を
提
案
し
ま
し
た
。

　

高
投
票
率
に
は
結
び
つ

か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が

今
後
、
投
票
率
が
上
が
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

広
報
発
行
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

永
井
正
之

副
委
員
長　

岡
田
邦
敏

委
員　
　
　

木
暮
弘
元

原　

秀
男

岩
崎
正
春

島
﨑
紘
一

シ
リ
ー
ズ 

消
防
団

④ 
下
仁
田
町
消
防
団

議会だより・会議録をホームページでご覧下さい。

http://www.town.shimonita.lg.jp/

次の定例会は９月の予定です

議会傍聴をお待ちしています。

日程などのお問い合わせは　

☎６４-８８１０

土谷沢地区でのＡＥＤを使った訓練


